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研究展示としての新「朝鮮半島の文化」一その成果と課題一

島村恭則（国立歴史民俗博物館）

 新展示を拝見し、またその際に行われた研究集会「日本における韓国文化の表象」

の議論に参加して考えたことを以下に報告する。

（1） 成果

 民博は研究博物館である。研究博物館における展示は、研究成果が反映されたもの

でなければならない。その場合、 「朝鮮半島の文化」展示ではどうかというと、もち

ろん、十分「研究展示」となっている。

 民博では、 「韓国社会：高度経済成長下のフィールドワーク」と題する共同研究を

行なっていた（1994～95年度）。その成果は、すでに書物としては『変貌する韓国社

会一一九七〇～八○年代の人類学調査の現場から』 （嶋陸奥彦・朝倉敏夫編 第一書

房）としてまとめられている。ただし、その内容はどちらかといえば研究者向けのも

のであった。そこで、一般市民への研究成果の還元が課題となるわけだが、このたび

の新展示、とりわけ「現代文化」コーナーの展示によって、この課題が克服された。

「子供部屋」 「キムチ冷蔵庫」 「スポーツ」といった展示物はもちろんのこと、それ

らとセットになって用意されている電子ガイドを見れば、さらに多くの韓国の現代文

化についての情報に触れることができるのである。共同研究の成果は、見事に「研究

展示」として結実したといってよいだろう。

 また、 「多重性」を一貫した展示コンセプトにしている点も、新しい研究成果の反

映であるといえよう。従来なら、朝鮮半島の文化は〈儒教一シャーマニズムニ元論〉

で切り取られたであろうが、今回は違う。二元論を超えた「多重性」論だ。具体的に

は、仏教（それも、 「寺」 「民俗仏教」 「現代の仏教」の三つ）とキリスト教が、儒

教・シャーマニズムに加えて展示され、しかも単なる「多重並列」ではなく、それら

の文化要素の相互関連性を語り得る／読み取り得る、ような展示配列がなされている

のである。

 パティオの「酒幕」も、ただの体感コーナーとしての「酒幕」ではなく、 「いろい

ろな階層の人が集まっては散らばる」［朝倉 2000］というまさに「多重性」の結節点
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研究展示呈刈q川呈金 「邊肚王q呈糾」 一ユ層斗舛斗刈一

島村恭則（國立歴史民俗博：物館）

 入”呈金週λ1斗q〒・二三 「望薯明1銀σ1刈到

朔書フト司・d1と剋召暑亡陪・斗：召01旦エ耐叫．

を号呈糾91表象」三二忌

（1）思：叫

 号唱望香叫叫暑望｝｛｝望〒・叫暑望｝o｝1斗．望子叫号モ｝司1叙（→二三週入1セ望

子碧斗7レ魁（ヨq明。榎｝喬｝亡卜．01石♀，「電｝肚呈到｛｝糾」 石入1セ三国苛三

寸7ト誹里，暑薯「望〒週入1」叫エ世琶魁糾叫．

 号唱剋香叫叫暑普州入子壬 「耐号入ト司：エ王三二碧を司・到三三♀1ヨ．」叫

モ三 ス刊昇到  号暑（週こ子暑  碧重｝ 司01 銀銀τ斗（1994～1995遇）． ユ  ノ冒ユ耳差三  〇11］1

『遇呈糾二重｝号入団一1970～80唱τ月剋直す｝呈人ト観を州刈』叫芒｛蔓｝暑呈

刈高一月銀亡L叫魁ユ川暑喜望〒・ス陪♀種｝唄・1銀叫．ユ司刈・三子想斗

到望魁入1望州刃回暑呈1・1三一7㌃山脚ス1吐・出潮禰呈金石入L暑「竜

司｛｝糾」ヨ．司到組入1モ…01斗刈暑号昇苛蝕可．「（沸遇01骨」，「石ヌ1咽を

エ」，「ム王茎」号到石入1暑｛｝二三・1エ・1裂暑斗ス¶旦呈｛｝日1ミ1石スレト

・1三暑旦吐を号到む司｛｝糾6刊堅｝赴碧旦暑鴇・1二重｝奈7レ戴叫．号暑q

子三碧斗ゼ三号墾「望子冠入1」呈刈を二二喫飯叫エ二三斗・ヨ。1・穏

唄・1u｝．

 三E石入1君層｛｝ 「1斗回想」立呈望菜｝重｝裂呈入刊呈｛｝望子碧斗暑月｝（ヨ糾

唄01己｝エ魁重レ午銀裁亡卜．三組壱⊇．遇，重｝魁三三富馬∋ ＜♀皿一入国月吾01

剋喜〉・隙裁スト凸。回組入1セ杢｝・同叫．そ・團忌暑皇超尋「叫ぞ想」

喜・11才子刈司立呈畳司遇暑丑（ユ裂呈琶剋舎暑エ，竜司暑正）斗71昇皿

7㌃♀丑・入回L信斗脅〃刊週入国エ，刃1中トモ｝｛筑｝目そ囎望・1。トL！叫。1

暑呈高垣杢到甘重望｝…碧碧｛｝魁軍｝山脚壬／三明望・三訂壬三人1日月望。1叫．

 立｝日皇到 「スロ㌃「「「」呈牡｛鏡｝刈碧ヨ月呈刈釧手叫010円叫 「亡ト磐重｝刃1

吾到母君暑01．里蝕τ斗フト｛｝司萢叫」［朝倉2000］叫セ 「訟訴碧」到召翌相

皇呈入倒到・匿ス1日71剛呈州石入偲唄・1銀珠。1「手叫」号暑司到
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としての意味があるからこそ展示されたのである。この「酒幕」など、近年の趨勢で

ある「体感展示」 「くつろぎコーナー」的需要を、 「研究展示」として軽々と満たし

てしまっているのである。いわゆる「楽しめる展示」と「研究」とを見事にドッキン

グさせた展示担当者の力量に感服させられる。

 このほか、済州島民家模型を、日本の「南島文化」に隣接させて設置し、 「海の文

化」展示への可能性を切り開いたこと、さらに生産用具のコーナーを使って、 「海の

文化」と「山の文化」との対比も可能になるという見通しが立った［朝倉 2000］こと

など、まさに「多重性」を明確に主張しうる展示構想である。これは、これまで往々

にして陥りがちであった農本主義的・稲作一元論的文化圏を乗り越えうるものである

が、この構想も、着実な研究成果にもとつく広い視野がなければ不可能であったとい

えるだろう。

 このほかにも、高い評価が与えられる工夫は、随所になされているが、紙幅の都合

上、あと一点のみあげると、今回行なわれた研究集会『日本における韓国文化の表

象』がまさにそれだが、展示完成後に、その展示について研究し評価する研究会がも

たれたこと自体が、大きな特徴として高く評価されよう。展示したらそれで終わり、

ではなく、完成した展示をめぐって十分議論がなされたことにより、 「朝鮮半島の文

化」展示は、次の段階へ着実に離陸したといえるだろう。

（2） 課題

  次に、今後の課題を提示するが、空間、予算など種々の制約がある現時点では、

無いものねだりに留まる点もある。そのことは承知の上で、今後のためには気づいた

ことはとにかく記録しておいたほうがいい、との判断から、以下自由に書かせていた

だく。どうかご寛恕いただきたい。

 ①民博というと、これまで私の頭の中には、とにかくくもの〉が壁面にズラーつ

と並んでいるというイメージがあった。このたびのリニューアルではどうか、と思っ

て展示場に行ってみると、正直なところ、やはり壁面にズラーつという印象に変化は

なかった（もちろん、壁面以外の展示、新しい工夫もたくさんあるが）。

   たとえば、 「子供部屋」の展示など、さまざまな「子供部屋」のくもの〉は、

壁面に並べるのではなく、やはり「子供部屋」自体を造作して、その中に、実際に置

かれているのと同様にくもの〉を配置し、観る者（とくに子供）が等身大的に「子供

部屋」体感できるようになっていたほうが、よほどリアリティがあるといえるだろう。
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2卜刈1剋 「刈噌冠入1」，「？｝菅重｝ヨ司」司望とト豆暑 「q子冠入1」呈州7団

7刊 只｝否入1ヲ1エ 叙亡ト．杢♀1  「｛｝フ1モ…一 冠λ1」 斗  「qこ子」 ｛｝ 著号司  唱舎入1え1

そ1入1甘甘ス回9馨州君旧殻叫．

 ユ三州刈手呈剋7ト呈碧暑望暑9 「南島文化」州q唱肩刈翌ヌ｝司一（月

「叫・斗91｛｝糾」石入回フド8層｛｝旦司歪甘刃1口・フト醗｝暑子門司呈州，

「叫じ回｛蚤糾」斗「杢回｛｝糾」到日悔旺7ドま刈を召号，ユ。梶｝呈

「叫吾碧」暑噌塔司手甲｝秘1子羽｝。1珠・段薯ス信η図司朔耳フ1・刃

司銀唱 農本主義的・稻作一元論的是糾豊暑皇省甲唄01ス1魁，01二二呈

糾嶺｝q辛碧斗暑叫正町立呈選湖｛｝入1・レト叡銀u｝唱暑7隊殻暑喫。1叫．

 ユ到四王，蓋薯碧7陪琶丁銀セ愁≧明目i7図・叫，ス偲翌圃杢｝を

フ一廻｝暑・囲旦屯・団州望遇望子召司『望暑州銚咽釧を号呈糾

釧豆杢｝』・1U｝．ユ吊し｝肝入17ト晋廿享ユ石入回モ｝司・ヨ〒・・喝7同セq

子司フト銀戴叫セユス圃暑薯耳を皇呈蓋。1噌フ園牛銀殻じ｝．石入屠

三唱ユ三皇呈回し｝セ誤・1・川叫詫｝闇赴週入屠暑旧例エ苦嶺｝二子

暑墾屠立呈刈 「重｝魁呈到暑糾」石入1セ尋毬司叫音“測呈し｝oト7トエ戴

τ斗エ望隔重｝・午銀戴亡卜．

（2）斗刈

 u捨｛｝舌卒q叫刈暑刈入固エス霞｝珠ユ己桝苦そ｝，畷｝号明司7トス1

刈叫。1戴セむ入困司囚セ早牛望葵・1叫．。囚｛｝・回吐丑ゼ戴ス博，唄

せ暑♀1胡刈セと一斗暑フ1潤声寺僧唄01奪金唄01叫セ豊量州刈1斗名一

斗壱01甘辺t斗．

①ス1音叫ス11斗到門司三州セ号昭剋否叫叫暑モ｝。1叫エ苛遇 〈凹凹＞01

円唱州｛蚕垂。1召司銀子・1・1ス1飯1斗．。1遇到ス冊を（renewal）薯・判唱ηト苛

セ塁壁卜、≦～一罪石入レを｝州フト．旦エ舎下司魁町・唱91入｝用嘔切1暑暑01召司銀叫

ヨ｝セq鯛1字凧糾7ト叡銀叫（号三下唱・回到冠入L入門｛｝引引四丁・1

銀銀ス1只D．

 司暑暑屯「明遇。回雪」西入1号，「・r遇・回雪」到・⇒己i7図〈暑

石〉薯用唱州日爬尋ゼ引・1・｝月叫，「（r剋・回唐」ス圃暑魁暑・囲ユ

？｝d囚翌刈呈寺司銀平削斗昇壱・1〈暑石〉暑廿胴き回，捉｝スト（号司

一197一



体感は「酒幕」で、ということかもしれない。しかし、大人にとっては、建物として

の「酒幕」は「酒幕」として体感できょうが、子供にとっては、 「酒幕」よりも「子

供部屋」でのほうが体感は容易なのではないか。

  「酒幕」が子供にとって体感の場になりえないというのではない。 「酒幕」で子

供に配慮した種々の行事が行なわれれば、体感は成功するだろう。ただし、それは酒

幕「で」体感をする、ということなのであり、酒男「を」体感する、というものでは

ないだろう。

  などといってはみるものの、体感の場としての「子供部屋」は、空間的制約のあ

る現時点では無いものねだりであろう。この点の克服は、将来的な課題ということに

なろう。

  ②「海の文化」「山の文化」といった展示構想が現実化したときには可能にな

るだろうが、現時点でいえば、人と自然のかかわりについての展示、生態・環境に関

わる展示が、今後取り組むべき課題の一つであるといえよう。この場合、環境展示に

は、現代朝鮮半島社会の抱える環境問題も当然含まれてこよう。今後、この主題の展

示につながるような研究の進展が望まれるところである。

  ③今回の展示では、植民地文化と在日・在米など海外のコリアンについての展

示は、先送りされた。これらのテーマは、展示構想に入っていなかったわけでは決し

て無く、構想当初から重視されていたものである［朝倉 2000］。ただ、〈もの〉資料

の不足その他の事情で、今回は間に合わなかったようである。これは、今後、共同研

究などを通じて展示へ向かえばよいのであり、今、そのこと自体をあげつらっても仕

方が無い。

 ただ、これらの問題が、大きく、かつ本質的なものであることから、こうした主題

の問題が存在しているということ自体は、現時点でも、観客にもわかるようにしてお

く必要があると筆者は考える。

  展示そのものがなくても、電子ガイドやビデオテークあるいは印刷物、または種

々の企画により、植民地の問題と、在外コリアン（とりわけ「在日」）に関わる問題

が存在することを観客に知らしめる必要があるのだ。今回の研究集会に参加し、展示

担当者から説明を聞いた者は、これらの問題に民博が取り組もうとしていることを知

ることができた。しかし、ここに参加しなかった研究者、そして一般観客は、今のと

ころ民博のこの姿勢を知ることができない状況にある。したがって、たとえ展示自体

はなかったとしても、問題の存在とそれへの取り組みが模索されつつあることを、何
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司剋。D7レ「・ホヨ・回庭｝」暑刈碧重｝∠卜銀呈昇古トセ廻。1旦叫観翌そ｝。1

銀暑唄01叫．刈層薯 「手叫」司レ日苛叫ゼ裂望叫？ユ司叫，明昌到ぞ♀君

子呈刈潮「手脚」暑「手羽」立呈刈刈鱗｝奈気ス1吐・判遇。四号銀（→

四阿手叫旦叫セ「・判遇。回唐」削節釧刈碧・1旦筆写ス1蕗戴暑ηP

 一箇。伊予 戴（判「手序」｛｝刈碧到 そ｝。1望・午叡叫セ凌。｝〇四τ｝．

「手叫」町回（刈遇01暑日刊司重｝し｝磐田｝墾入レト遡胡町τ斗唱，二男｛≧想三等

凌。1叫．叫魁，ユ唄薯手甲「司レ『」 刈手を叫総則01エ，手叫「含」 三碧糾

弾凌｛≧oト翌夷011斗。

 ユ馨ス博，刈碧qを立脚刈到「司遇・回唐」薯晋社司寸陰。1銀モ観

入困州刈干・早勢望裂01亡卜．0｝遇召暑≡卜昇司セ架0｝そ｝謝潮コ｝刈011斗．

②「叫叫到呈糾」，「杢回 呈糾」叫セ冠入｝子杢｝。1観碧糾9餓暑剛セ7ト

号司微ス博，観入困叫刈干望そ｝斗ス阻到普対回い稲｝石断想司・暑平帯

豊をそ1入17ト舌早吟遊釧司・耳望唄・｝叫．・1石♀，側石週入門1セむ司重｝魁

王入ト司7ト？｝エ戴ゼ亨｝眉呈刈三号望司王重｝望裂011斗．平削01屯手刈到

埋入1舛望汐干望子7ト萢石町フ1暑・日当｝1斗．

③。1遇冠入1芦刈セ剤望ス1呈糾斗夕汐重｝剋朔吾選石入1セ1一音立衿司早銀

u｝．・1暑司叫セ石入1〒・杢｝。刊暑・判明銀エ〒・一型71早日野入国銀叫．τ杷，

スレ豆男早尋斗ユ斜入レ碧立呈剋司。1電司1ゼ週入国ス1昊蝕叫．・1唄薯望

皇呈苦暑望子号｛｝暑胡怨入屠♀種｝と弓｛｝7陪・偲皇子01叫．

 叫魁・1遇｛｝早引薯召苓q葵・1予州，・1遇手刈到下刈7ト善ス刊苛エ銀

叫セ衣ス圃セ結入レ習明レ日王姓z耳門圃四望望望豆フト銀u｝エ遭スト一円4

重叫．

 そ1入1ユス圃7ト叡（身呈石スレ岡三喫司君子，薯書剋頚号，王塔司司

丹ス171碧州91司 剤剋ス1｛｝刈」斗司9樟｝q州豊耐｛｝刈7ト善ス腫｝亡Rヨ唄｛｝

モ｝司司圃望望円塔7ト戴uLo1通q望干唱司司君フ同司道入隠望スト呈早

司升平｛｝暑9人ト貸下01萢｛…刈暑…号冒剋尋司一叫四望｝01四一司・習エ重｝1斗

王入レ毬四望・午銀琴唄。1uLユ司し｝司フ回君7ト司一ス1鍵舎望干ス桝望

魁豊z恥｝ス1君立呈刈セ号唱剋否司・叫暑モ｝到。慢1ス圃暑望牛叡セな馨

。1u｝．叫叫刈干三男・判そ1入1ユス圃升叡銀τ｝エ胡琴呈刈到善ス刊斗・1

下司を古｝司セ伊州01測子日エ叙τ｝セ凌暑（判子・午牡牛暑胡即興王叫噛
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らかの手段を用いて明示しておくべきなのである。

  先に指摘した①と②などは、現時点では、無いものねだりにすぎない。しかし、

この③の課題は、ぜひともすぐに対応してほしいと思う。

  ④ギャラリートークの積極的展開も期待したい。これは、「朝鮮半島の文化」

展示だけのことではないが、いくらすぐれた研究展示であっても、その展示意図を完

壁に読み取ることは、一般観客にとっても研究者にとっても、難しいだろう。もちろ

ん、自分の頭で考えることは大切だし、展示意図を想像しながら展示を見たり、多用

な解釈を行なうという楽しみを否定するようなことになってはならないが、適宜、展

示解説がなされることも必要だといえよう。 「おんぶに抱っこ」 「痒いところに手が

届く」といったようなものは必要ない（そんなことをしたら逆効果）。しかし、たと

えば、 「多重性」という研究成果を理解するための助けになるようなギャラリートー

クなどはあったほうがよい。もう十分その用意はあるとは思うが、念のため、この点

を強く希望しておきたい。

  また、これはおそらく館全体の問題であるので、遠い将来への課題となるのであ

ろうが、叙上の考え方からすれば、やはり解説員（ボランティアなど）の導入も望ま

れるところであろう。

  ⑤さきに（1）成果のところで指摘したとおり、今回のような展示評価の実施

自体が高く評価されようが、この試みは、研究者だけでなく、観客に対しても行なっ

てほしい。すなわち、観客エバリュ田田ションの実施である。また、研究者による展

示評価も、一回きりとせず、イベントの実績が蓄積したり、観客エバリュエーション

の蓄積が一定程度なされた段階で、時宜に応じて行なうというように、評価活動の継

続性が大切なのではなかろうか。

  ⑥以上、勝手な要求も含めて若干指摘を行なったが、われわれが認識しておか

なければならないのは、何でもかんでも揃った完壁な展示など要求するのが無理だし、

その必要もない、ということである。朝鮮半島展示も、固定的な常設展示の殻を破っ

て成長しつづけ、そこにリピーターとして観客がやってくる、というようなあり方が

あるべき姿であろう。

  また、博物館展示は、一つの展示で完結するものではなく、ネットワーク化によ

って分業、相互乗り入れを行なう、もっとダイナミックなものとして捉えられるべき

である。だから、民博における朝鮮半島展示と歴博における「日本の歴史と文化」の

展示（今はまだ無いが、日本植民地の歴史や「在日コリアン」の歴史など、歴博でこ

一200一



司噌入1司。㌃選1斗．

 望州刈刈司を①斗②セ観入レ習州刈セ早司望裂011斗．ユ司叫01刈剋

剣客判明芒尋叫忌入1外用州牛司工手フ1叫弓｝1斗，

④碧司司豆ヨ到青男揖？1石7肩三71τ肢｝亡卜． 「を璽｝呈呈糾」組入1讐只｝。1

0｝日叫0ト早一司璃費せ望子起入1モ斗胡王ユ冠入回呈暑錯膚房州9雫判紐1斗

ゼ唄息塑｝豊司王q〒・ス桟・個｛｝裂・｝叫．暑薯スレ四司一声囚

咽z｝苛ゼ摂薯号且司・エ，組入回王暑甘な言樋刈遭入1暑旦刃叫司己1フトス1

胡司書糾ゼ看導音暑早層司刈セ皇国ス1吐冠入同声暑司翌古切1司・例月

王望豆司・τ斗．7ト司を判例云司暑望豆セ叡1斗（皇司司9豆斗）．ユ己11歩測

暑野司 「1斗秀思」01叫セq子牛斗到01胡暑晋フ1♀1赴碧司司皇ヨ号

薯銀セ週。1奨叫．暑零物｛三日国・判明叫エセ想4苛ス1吐マ家声♀：固｛・1

相｛｝四望司君王司・エ翌t斗．

 壁を，o｝衣｛｝号唱剋香叫叫暑町明刈91言明ol旦呈7ト叫金を謝91斗刈

7㍗9裁ス1吐9入1三井スト（スレ避暑朴スレ号）到王唱呈ロ博刃古トu｝エ想z庵

叫．

⑤望刈（1）門門今戸スレ鞭｝司呈，・1草冠入電7回貫入1ユス剛胆蓋。1碧

7国ス1吐・1屯入1王7レ望〒・スト稟｝。1・四己｝吾平州司胡刈三遡司ス1フ匿叫

萱t斗．そ ：宅｝z耳 o刊廿1早旭（eValUatiOn）暑 碧入1さキ｛三 ：i豪！01亡ト．空 （週ヨLス｝o刊 ・91重｝

冠入閲7レ三杢｝明月．回附し干セ唄010円叫，0｝剋三国司01寄司肩エ望｝Z耳6刊

廿1早智（eValUatiOn）9； 塔司。｝ （＞1と ：碧三． oト早（：→｛！ モ｝刈011刈  ：司判司・川  碧胡

召平銀畔引ス1舎司剋碧7ト暑暑・1号且司・τ｝．

⑥。1甘干壱・1スレS釧豆〒豊王草｝言団喫7図ス町中ス1凪♀野司・1q

剤司叶望早言里モ｝唄01｛｝司宅ミ｝用重｝石入1暑豆子苛セ唄｛｝早司01エ

ユ望望豆王叡1斗セ環01三三．選魁三石入1王エ碧司望甘翌日入1釧暑含州

ユ測舎想を司一エ耳・レレ喜羽。1ス耳尾｝甲唄皇呈州唐呈司・セユ壱髭男・19

司。ト重｝唄011斗．

 麟｝，叫暑モ｝筆入1ゼ言ト叫到冠入1呈皇擢月モ唄立時7ト・四周，目手刷ヨ

野州叫喜薯唱，甘月旦呈暑国司セ，見1斗『暑司？ユ唄立呈里叫暑司。㌃口

早！01τ｝．ユ司旦叫号寺男尋叫叫暑壱91尋魁町恕入1斗『朴叫号吾91 「望財

物円自門｛｝糾」到石入1（ス1君薯。ト剤叡スト下男薯剤剋ス回9朴斗ス爬尋

一201一



そ展示がなされなければならないと私自身は考えている）とがリンクしていたり、民

博とソウルの博物館、民博と済州島の博物館、民博とロスアンゼルスのコリアン博物

館とがリンクしていたり、というのが理想である（この「リンク」とは、具体的には

企画展示の巡回、デジタル回線による展示場間の結合などのことだ）。

  最後になってしまったが、日本の博物館において朝鮮半島関係の展示に関わる数

少ない研究者の一人、朝倉敏夫氏が、今回の展示リニューアルを見事に実現されたこ

とに対して、やはり博物館という場で朝鮮文化にも関わる研究と展示を担当する同業

の後輩として、深甚の敬意を表したい。
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